
　
三
月
五
日

　
十
時
過
地
下
へ
。
♯
３
打
合
わ
せ
。
十
三
時
Ｔ
Ｖ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
ル
ー

カ
ス
来
室
。
四
月
よ
り
本
格
的
な
取
材
に
入
る
事
に
な
る
。
Ｔ
Ｖ
の
取
材
が

多
く
な
っ
て
い
る
の
は
良
い
事
な
の
か
な
。
十
七
時
大
学
。
経
営
シ
ス
テ
ム

機
械
Ｂ
（
生
命
工
学
）
会
合
。
二
十
時
半
修
了
。
大
方
の
合
意
に
達
し
た
様

に
思
わ
れ
る
が
油
断
大
敵
。
建
築
学
科
に
未
来
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
組

合
わ
せ
し
か
な
い
。
又
、
明
日
十
時
よ
り
こ
の
会
合
は
繰
り
返
さ
れ
る
。
土

木
、
資
源
と
の
連
合
だ
け
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
明
日
の
教
室
会
議

が
一
つ
の
山
場
か
な
。

　
三
月
六
日

　
七
時
起
床
。
九
時
五
〇
分
大
学
。
経
営
シ
ス
テ
ム
、
機
械
Ｂ
と
の
会
合
。

十
三
時
教
室
会
議
。
主
任
よ
り
理
工
学
部
再
編
成
へ
の
建
築
学
科
の
こ
れ
ま

で
の
対
応
経
過
を
報
告
。
一
応
皆
も
納
得
し
て
く
れ
た
と
思
う
。
土
木
、
資

源
と
は
組
め
ぬ
と
い
う
考
え
も
述
べ
た
。
十
五
時
半
ペ
ル
ー
の
学
生
来
室
。

Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ａ
よ
り
来
年
か
ら
石
山
研
で
研
修
し
た
い
と
の
事
。
十
六
時
半
、

王
国
社
山
岸
氏
来
。
「
石
山
修
武
の
設
計
ノ
ー
ト
」
が
出
来
て
、
持
参
し
て

下
さ
っ
た
。
明
る
い
表
紙
で
、
良
か
っ
た
。
読
み
直
し
て
み
る
と
我
な
が
ら

馬
鹿
だ
が
面
白
い
で
は
な
い
か
。
昔
は
本
が
一
冊
出
る
と
嬉
し
く
て
撫
で
た

り
、
さ
す
っ
た
り
し
て
い
た
。
今
は
残
念
な
が
ら
そ
れ
は
無
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
自
分
で
自
分
の
本
を
客
観
的
に
、
よ
そ
よ
そ
し
く
見
る
よ
う
に
な
っ

た
。
経
験
は
人
間
を
す
り
つ
ぶ
す
。
こ
の
本
は
室
内
に
五
年
連
載
し
て
い
た

も
の
を
王
国
社
の
山
岸
さ
ん
が
拾
っ
て
ま
と
め
た
も
の
だ
。
ど
う
し
て
も
室

内
連
載
だ
か
ら
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
文
章
が
山
本
夏
彦
風
に
な
っ
て

し
ま
う
。
私
の
文
章
は
山
本
夏
彦
の
域
に
は
到
底
達
し
よ
う
に
な
い
も
の
だ

が
、
そ
れ
で
も
似
て
し
ま
っ
た
の
は
こ
の
本
で
わ
か
る
。
そ
れ
だ
け
が
と
り

得
で
も
あ
り
、
又
無
念
で
も
あ
る
本
だ
。
御
購
読
頂
き
た
い
。
今
は
本
が
売

れ
ぬ
時
代
ら
し
い
か
ら
自
分
で
行
商
す
る
様
な
事
に
な
る
か
な
。

　
三
月
七
日

　
雨
だ
。
十
時
Ｔ
Ｖ
世
田
谷
村
取
材
ス
タ
ッ
フ
来
る
も
生
憎
の
雨
で
屋
上
菜

園
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
女
性
二
人
だ
が
少
し
可
哀
想
。
何
処
の
職
場
に
も
女

性
が
進
出
し
て
い
る
な
。

　
十
二
時
半
学
部
長
室
。
再
編
会
議
。
色
々
と
面
倒
臭
い
事
に
な
る
か
も
知

れ
ん
な
。
建
築
機
械
Ｂ
経
営
の
柔
ら
か
い
連
合
を
早
く
形
に
し
て
固
い
モ
ノ

に
し
な
く
て
は
。
土
木
と
の
野
合
だ
け
は
何
が
何
で
も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
十
七
時
半
世
田
谷
村
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
二
十
二
時
西
調
布
中
川
さ
ん
。

二
十
四
時
半
帰
る
。

　
三
月
八
日

　
九
時
前
起
床
。
昨
夜
は
三
時
前
ま
で
国
連
安
保
理
の
会
議
を
Ｔ
Ｖ
で
観
て

い
た
の
で
寝
坊
し
た
。
今
日
は
晴
れ
て
少
し
暖
か
い
。
九
時
四
十
分
地
下
へ
。

仕
事
の
始
ま
り
を
十
時
に
し
た
の
で
ま
だ
誰
も
居
な
い
。
静
か
で
気
持
ち
良

い
。
地
下
の
醍
醐
味
だ
な
。

　
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
計
画
か
ら
安
藤
を
外
す
の
を
決
め
た
。
昨
年
キ
ル
テ
ィ

プ
ー
ル
に
同
行
し
た
の
が
無
駄
に
な
っ
た
が
マ
仕
方
な
い
。
別
の
人
材
を
育

て
よ
う
。
地
下
の
仕
事
の
担
当
者
方
式
も
改
め
て
見
直
し
て
み
た
。

　
十
七
時
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
説
明
会
。
二

時
間
程
ス
ラ
イ
ド
等
を
交
え
て
話
す
。
結
局
ネ
パ
ー
ル
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
共
に
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松
本
が
私
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ア
シ
ス
ト
を
す
る
事
に
な
っ
た
が
、
私
も

大
変
だ
が
彼
も
大
変
だ
ろ
う
。
大
丈
夫
か
な
。
一
人
の
無
神
経
振
り
が
他
を

不
自
由
に
す
る
。

　
三
月
九
日

　
五
時
過
起
床
。
荷
造
り
を
し
て
羽
田
ま
で
家
内
に
送
っ
て
も
ら
う
。
八
時

十
五
分
発
の
Ａ
Ｎ
Ａ
で
沖
縄
へ
。
那
覇
空
港
で
渋
井
さ
ん
に
会
え
る
だ
ろ
う
。

考
え
て
み
れ
ば
今
日
は
日
曜
日
で
は
な
い
か
。
な
ん
で
飛
行
機
に
乗
っ
て
遠

く
ま
で
行
か
ね
ば
な
ら
ん
の
か
不
思
議
だ
な
。
家
内
が
怒
る
の
も
無
理
な
い
。

が
、
仕
方
な
い
。
十
一
時
頃
、
那
覇
着
。
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
渋
井
さ
ん
と
再
会
。

照
屋
君
と
も
合
流
。
名
護
へ
。
昼
食
後
、
今
帰
仁
村
湧
川
、
仲
松
キ
ヨ
さ
ん

八
十
才
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
淡
々
と
し
た
素
敵
な
オ
バ
ー
さ
ん
だ
っ
た
。
う
ち

の
お
フ
ク
ロ
も
考
え
て
み
れ
ば
八
十
四
才
な
ん
だ
か
ら
こ
れ
位
の
魅
力
は
充

分
に
あ
る
ん
だ
と
再
認
識
し
た
。
年
寄
り
は
素
晴
し
い
。
賢
者
の
知
恵
を
こ

れ
か
ら
は
生
か
さ
ね
ば
駄
目
だ
。
十
七
時
四
十
五
分
ホ
テ
ル
二
十
一
世
紀
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
。
本
当
に
絵
に
描
い
た
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
で
一
泊
六
千

五
〇
〇
円
。
朝
飯
付
き
。
十
八
時
半
中
華
料
理
屋
で
名
護
市
長
岸
本
氏
他
と

会
食
。
談
論
風
発
で
楽
し
か
っ
た
。
市
長
の
娘
さ
ん
が
建
築
関
連
の
仕
事
ら

し
く
、
そ
の
話
を
聞
い
て
会
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
。
驚
い
た
事
に
市
長
以

下
、
ウ
チ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
を
持
っ
て
い
て
驚
い
た
。

昨
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
国
宝
探
訪
も
観
て
下
さ
っ
て
い
て
、
ま
さ
に
世
は
情
報
化
時

代
で
あ
る
事
に
身
に
つ
ま
さ
れ
た
。
二
十
一
時
過
会
食
を
終
え
、
ホ
テ
ル
に

帰
る
。
渋
井
さ
ん
と
二
十
二
時
ま
で
話
し
て
、
自
室
に
戻
る
。
備
瀬
の
福
木

並
木
道
と
、
今
帰
仁
中
央
公
民
館
を
体
験
で
き
た
の
は
良
か
っ
た
。

　
三
月
十
日

　
朝
六
時
半
頃
起
床
。
ソ
ニ
ー
の
ミ
ニ
デ
ィ
ス
ク
レ
コ
ー
ダ
ー
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
読
む
。
も
う
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
の
で
四
苦
八
苦
。

簡
単
な
こ
と
が
難
し
く
書
い
て
あ
る
。
今
日
は
風
も
無
く
良
い
天
気
だ
。
八

時
渋
井
さ
ん
と
朝
食
。
百
円
シ
ョ
ッ
プ
で
買
っ
た
腕
時
計
は
ま
だ
動
い
て
い

る
。
百
円
で
時
計
が
売
ら
れ
る
時
代
な
ん
だ
。
ス
タ
イ
ル
、
ア
ク
シ
ョ
ン
、

ス
ポ
ー
ツ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
バ
ン
ド
に
書
い
て
あ
る
。
ク
ア
ラ
と
い
う
名

前
ら
し
き
も
プ
リ
ン
ト
し
て
あ
る
。
驚
い
た
。
八
時
渋
井
さ
ん
と
朝
食
。
渋

井
さ
ん
山
盛
り
の
野
菜
喰
べ
る
。
九
時
半
ホ
テ
ル
発
。
十
時
今
帰
仁
村
仲
尾

次
。
渡
名
喜
長
栄
さ
ん
（
九
〇
才
）
上
間
敏
雄
さ
ん
（
七
〇
才
）
。
少
し
広

め
の
伝
統
的
な
沖
縄
の
家
屋
。
長
栄
さ
ん
が
歓
迎
の
思
い
を
込
め
て
三
曲
三

線
で
唄
っ
て
く
れ
た
。
こ
の
九
〇
才
も
畑
仕
事
に
明
け
暮
れ
て
い
る
。

　
昼
食
後
今
帰
仁
村
湧
川
、
山
城
要
八
さ
ん
（
八
七
才
）
。
十
六
時
ホ
テ
ル

う
ら
わ
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。
朝
食
付
き
三
八
五
〇
円
。
海
洋
博
当
時
の
も
の
の

よ
う
だ
。
十
八
時
車
で
四
十
分
程
に
あ
る
恩
納
村
ム
ー
ン
ビ
ー
チ
へ
。
国
建

の
国
場
会
長
他
と
会
食
。
国
場
さ
ん
は
早
稲
田
建
築
出
身
で
、
故
木
島
安
史
、

象
の
樋
口
さ
ん
等
と
同
級
生
と
の
事
。
ホ
テ
ル
は
国
場
さ
ん
設
計
の
も
の
で

清
々
し
い
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
だ
っ
た
。
御
挨
拶
と
こ
れ
か
ら
の
御
支
援
を
お

願
い
す
る
。
二
〇
時
ホ
テ
ル
に
戻
る
。
二
三
時
結
城
さ
ん
は
る
ば
る
盛
岡
よ

り
到
着
。
変
だ
な
ァ
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
東
京
、
仙
台
か
ら
男
三
人
名
護
に
深

夜
集
ま
る
と
は
。
少
し
話
し
て
、
疲
れ
切
っ
て
眠
る
。

　
三
月
十
一
日

　
七
時
半
起
床
。
メ
モ
を
つ
け
て
八
時
ヤ
ロ
ー
三
名
で
朝
食
。
雑
談
九
時
半

照
屋
君
迎
え
に
来
て
出
発
。
十
時
運
天
港
着
。
私
は
伊
是
名
、
結
城
さ
ん
は

伊
平
屋
、
渋
井
さ
ん
は
本
部
港
か
ら
伊
江
島
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
別
れ
る
。
船
は

小
舟
か
と
思
っ
て
い
た
ら
大
き
な
六
百
五
〇
ｔ
の
フ
ェ
リ
ー
だ
っ
た
。
こ
れ

で
し
ば
し
ば
欠
航
が
あ
る
と
は
信
じ
ら
れ
ぬ
。
建
設
労
働
者
が
多
く
乗
り
込

ん
で
い
る
。
十
時
半
出
港
。
お
だ
や
か
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
、
港
の
外
に
出
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た
ら
風
が
強
く
、
デ
ッ
キ
に
出
て
い
た
ら
波
し
ぶ
き
で
ビ
シ
ョ
濡
れ
に
な
っ

た
。
そ
れ
で
も
久
し
振
り
に
気
持
イ
イ
の
で
デ
ッ
キ
に
立
ち
続
け
た
。
バ
カ

だ
ね
我
な
が
ら
。
十
一
時
半
伊
是
名
島
仲
田
港
着
。
村
役
場
の
神
田
さ
ん
迎

え
て
下
さ
る
。
民
宿
ま
え
だ
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。
沖
縄
そ
ば
の
昼
食
後
、
尚
王

朝
二
代
目
尚
円
王
の
生
誕
地
、
ア
サ
ギ
小
屋
、
井
戸
見
学
。
歩
い
て
い
た
ら

老
夫
婦
伊
禮
全
忠
さ
ん
（
八
四
才
）
ム
ツ
さ
ん
（
七
八
才
）
が
種
イ
モ
の
苗

を
作
っ
て
い
た
の
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
仲
田
部
落
の
浜
里
ヨ
ネ
さ
ん
（
八
七

才
）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
続
い
て
伊
禮
正
哲
さ
ん
（
七
七
才
）
安
さ
ん
。
正
哲

さ
ん
は
前
の
伊
是
名
村
長
だ
っ
た
。
六
五
才
以
上
の
老
人
に
よ
る
会
社
の
ア

イ
デ
ア
を
眼
を
輝
か
せ
て
聞
い
て
く
れ
た
。
続
い
て
名
嘉
政
晶
さ
ん
（
八
九

才
）
ツ
ル
さ
ん
（
八
六
才
）
。
十
六
時
予
定
聞
き
書
き
修
了
。
な
ん
と
か
ミ

ニ
デ
ィ
ス
ク
も
機
能
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
修
了
後
神
田
さ
ん
に
島
を
案
内
し
て
い
た
だ
く
。
神
田
さ
ん
は
兄
弟
六
人

で
島
に
戻
っ
た
の
は
次
男
の
彼
だ
け
だ
そ
う
だ
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
好
人
物
。

大
阪
で
新
聞
配
達
の
苦
労
を
し
て
い
た
ら
し
い
。
十
八
時
前
民
宿
に
戻
る
。

今
日
は
伊
是
名
部
落
の
銘
刈
住
宅
が
良
か
っ
た
。
仲
田
、
勢
理
客
、
諸
見
の

集
落
を
廻
っ
た
。
十
九
時
神
田
さ
ん
等
と
食
事
。
〆
原
稿
が
気
に
な
っ
て
飲

め
な
い
。
二
十
二
時
民
宿
に
戻
り
日
経
書
評
原
稿
十
勝
毎
日
原
稿
。
沖
縄
で

ゆ
っ
く
り
人
生
の
為
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
い
る
の
に
全
然
ゆ
っ
く
り
生
活

じ
ゃ
な
い
。
深
夜
三
時
前
修
了
。
風
呂
を
使
っ
て
眠
る
。

　
三
月
十
二
日

　
朝
八
時
朝
食
コ
ー
ル
で
起
こ
さ
れ
る
。
東
京
と
北
海
道
に
そ
れ
ぞ
れ
昨
日

書
い
た
原
稿
送
る
。
部
屋
の
窓
か
ら
海
風
が
流
れ
込
み
潮
騒
が
心
地
良
い
。

室
内
の
原
稿
が
残
っ
て
い
る
な
。
全
く
イ
イ
生
活
じ
ゃ
な
い
の
は
解
っ
て
い

る
の
だ
が
、
ど
う
変
え
よ
う
も
ネ
ェ
な
コ
レ
は
。

　
十
時
過
ぎ
民
宿
発
。
伊
是
名
の
山
川
シ
ゲ
さ
ん
（
八
六
才
）
。
伊
是
名
は

美
し
い
集
落
で
、
山
川
さ
ん
の
家
は
そ
の
典
型
の
一
つ
。
南
面
し
、
南
に
縁

側
が
あ
る
。
雑
貨
商
も
営
ん
で
い
る
の
で
少
し
計
り
商
品
、
歯
み
が
き
粉
、

石
鹸
等
の
日
用
品
が
さ
さ
や
か
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
草
い
じ
り
が
好
き
で

庭
は
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
る
。
色
ん
な
人
が
、
あ
の
花
は
ナ
ー
ニ
な
ん
て
聞

く
ら
し
く
柱
に
花
の
名
前
が
落
書
き
風
に
自
分
で
書
き
込
ん
で
あ
り
、
お
か

し
か
っ
た
。
黒
砂
糖
、
砂
糖
を
頂
い
て
し
ま
う
。
気
持
ち
だ
っ
て
。
仲
田
の

山
内
サ
チ
さ
ん
（
八
六
才
）
は
二
回
程
う
か
が
っ
て
留
守
だ
っ
た
の
で
良
く

動
き
廻
る
人
だ
と
知
れ
る
。
昼
食
時
を
狙
っ
て
行
け
ば
つ
か
ま
る
だ
ろ
う
と

十
二
時
過
に
う
か
が
っ
た
ら
今
度
は
居
た
。
ハ
キ
ハ
キ
と
よ
く
話
し
頭
の
回

転
も
速
い
お
婆
さ
ん
で
沢
山
話
が
聞
け
た
。
又
も
お
土
産
に
砂
糖
を
い
た
だ

く
。
昼
食
を
終
え
仲
田
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
ジ
イ
さ
ん
婆
さ
ん
を
待
ち
伏

せ
る
。
十
五
時
か
ら
チ
ラ
ホ
ラ
集
ま
り
始
ま
り
、
盛
時
十
人
を
超
え
た
。
陽

射
し
も
き
つ
く
私
も
気
持
良
か
っ
た
。
真
青
な
海
に
間
近
な
何
と
も
言
え
ぬ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
あ
っ
た
。
十
六
時
頃
山
内
サ
チ
さ
ん
の
紹
介
で
皆
に
交

り
話
を
聞
く
。
伊
禮
正
八
さ
ん
（
七
〇
才
）
伊
是
名
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
の
話

を
取
る
事
が
出
来
た
。
伊
是
名
島
の
老
人
ク
ラ
ブ
は
六
五
才
以
上
八
五
才
以

下
で
総
勢
三
八
〇
名
程
。
全
人
口
の
三
分
の
一
を
占
め
る
と
言
う
。
十
七
時

前
民
宿
に
戻
り
、
夕
方
の
散
歩
を
一
時
間
程
。
一
人
は
気
持
ヨ
イ
。
十
九
時

伊
是
名
村
役
所
ス
タ
ッ
フ
と
会
食
。
二
十
三
時
半
民
宿
ま
え
だ
に
帰
る
。
ク

タ
ク
タ
で
は
あ
る
が
健
全
だ
な
こ
の
状
態
は
。

　
三
月
十
三
日

　
薄
曇
り
。
船
は
出
る
か
な
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
３
日
間
だ
っ
た
。
時
間
を

気
に
す
る
事
も
な
く
、
そ
れ
だ
か
ら
イ
ラ
イ
ラ
す
る
事
も
無
い
。
で
も
ネ
ェ

そ
れ
で
も
老
人
達
に
は
何
か
が
必
要
だ
な
。
小
学
校
で
子
供
に
生
活
術
で
も

教
え
る
と
か
。
朝
食
コ
ー
ル
で
起
こ
さ
れ
て
八
時
飯
。
食
後
ま
た
眠
る
。
今

日
は
そ
れ
く
ら
い
の
ゼ
イ
タ
ク
は
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
仲
田
港
は
大
が
か
り
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な
堤
防
護
岸
工
事
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
漬
け
。
こ
れ
も
日
本
の
何
処
に
で
も
あ

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
風
景
だ
。

　
沖
縄
の
老
人
た
ち
と
話
し
続
け
て
い
て
次
第
に
私
の
気
持
ち
も
少
し
計
り
、

ホ
ン
の
チ
ョ
ッ
と
で
は
あ
る
が
ゆ
っ
く
り
目
に
、
柔
ら
か
く
な
っ
て
い
る
よ

う
だ
。
老
人
達
は
お
の
ず
か
ら
な
る
先
生
な
ん
だ
な
。
十
時
過
民
宿
ま
え
だ

を
出
て
荷
物
を
背
負
っ
て
一
人
歩
く
。
昨
夕
見
つ
け
た
仲
田
ア
サ
ギ
を
み
て
、

部
落
の
外
に
出
る
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
の
丘
を
ゆ
く
。
体
中
が
汗
ば
ん
で
気
持

ち
の
良
い
事
。
二
時
間
程
歩
い
て
港
に
十
二
時
過
帰
り
着
く
。
特
産
売
店
伊

是
名
屋
の
オ
ジ
イ
さ
ん
名
嘉
正
博
さ
ん
（
八
五
才
）
諸
見
の
聞
き
取
り
を
す

る
が
客
が
多
く
て
ジ
イ
さ
ん
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
う
ま
く
い
か
な
い
。
聞

け
ば
こ
の
島
で
最
初
に
行
っ
た
尚
王
金
丸
生
誕
地
の
隣
に
住
ん
で
い
る
と
言

う
。
話
し
好
き
の
ジ
イ
さ
ん
だ
っ
た
が
心
残
り
だ
。
神
田
君
見
送
り
に
来
て

く
れ
て
一
時
過
ニ
ュ
ー
い
ぜ
な
乗
船
。
晴
れ
て
き
た
。
な
ん
と
か
本
島
に
は

戻
れ
そ
う
だ
。
十
四
時
半
頃
沖
縄
本
島
運
天
港
着
。
結
城
渋
井
照
屋
諸
氏
と

再
会
。
名
護
へ
。
北
部
組
合
事
務
所
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
今
日
現
在
四
十
九

名
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
終
了
し
た
事
を
確
認
す
る
。
ホ
テ
ル
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

後
夕
食
に
名
護
の
市
中
に
出
る
。
二
十
一
時
過
ホ
テ
ル
に
戻
る
。

　
三
月
十
四
日

　
八
時
結
城
渋
井
さ
ん
と
朝
食
。
九
時
頃
名
護
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
。
九
時
二

〇
分
高
速
バ
ス
発
。
渋
井
さ
ん
も
今
日
東
京
へ
帰
る
の
で
同
行
。
十
一
時
過

那
覇
空
港
着
。
渋
井
さ
ん
と
別
れ
十
一
時
五
〇
分
の
Ａ
Ｎ
Ａ
　
便
に
空
席
が

あ
っ
た
の
で
滑
り
込
む
。
い
き
な
り
時
間
の
流
れ
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
な
。

機
内
で
は
ウ
ツ
ラ
ウ
ツ
ラ
し
て
い
た
。
や
は
り
体
は
疲
れ
て
い
る
ん
だ
。
東

京
に
帰
っ
て
、
二
日
間
は
時
間
の
使
い
方
を
上
手
に
し
な
い
と
。
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